
 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

退任の挨拶 

 退任するにあたり、山形大学との関わりを振り返っています。 

 大学時代は勿論ですが、平成になって附属小学校に勤務してからは、本当にお世話になりました。

学校研究の推進にあたっては、澤井昭男先生、出口毅先生、個人研究にあたっては、江間史明先

生、滝澤利直先生と一緒に学んだこと、今も私の教育実践、授業づくりの支えになっています。その

後、教育行政に携わり、業務の一環として加藤崇英先生と学校経営（学校評価）を研究したことは、

現在の私の専門（教育経営学）に繋がっています。また、山五小の管理職時に、三浦光哉先生と

特別支援教育を、松﨑学先生と学級経営に取り組んだことは、現在の教育の諸課題の対策を考

える上での基本になっています。本当にありがとうございました。感謝の気持ちでいっぱいです。さ

らに、平成 14 年の山形大学教育学部存続問題の時には、県教育長より山形大学存続問題担当

に命じられ、1年間いろんな活動をしたことも懐かしく思い出されます。 

 平成28年4月1日、期待と不安の中、山形大学に赴任しましたが、その折りに小山学長より「中

井先生のこれまでのキャリアを生かし、自由にやってください。学生に影響力のある先生になっても

らうことが希望です。」と言われたことが、大学勤務 7 年間の目標になっていたのだと、実感してお

ります。大学教員としては力不足ではありましたが、授業やゼミ、就職支援には全力で取り組み、学

生、院生に対して何かしらの影響力は与えたのではないかと自負しております。何よりも、教職 43

年間の最後の 7年間、学生及び院生、さらには、現職教員と共に学び合うことができたこと、そのこ

と事態が最高の喜びでした。また、教育実践研究科の最後の仕事として、県教委との連携を強化

できたことには安堵しています。山形大学に赴任してよかったと心から思っています。 

 最後になりますが、附属学校運営部長の時にご指導いただいた学長はじめ理事の皆様、共に歩

んできた実践研究科、学部の先生方、そして、個人的にも、役職の任務においても、本当に明るく、

やさしく、丁寧にご支援いただいた大学及び附属学校園の事務職員の皆様には感謝でいっぱい

です。ありがとうございました。 

中 井 義 時 
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1957 年山形県鶴岡市生まれ。山形大学  教育学部  

中学校課程（数学）卒業後、県内公立学校及び附属

学校の教諭、管理職を務める。教育行政（山形県教育

委員会）にも携わり、教育庁教職員室長、義務教育課

長を歴任し、平成 28年3月、教育庁教育次長を最後

に退職。平成 28 年 4 月より山形大学大学院教育実

践研究科に勤務。専門は教育経営学。令和元年度よ

り、兼務として山形大学附属学校運営部に加わり、令

和 2 年度からは運営部長として附属学校の運営に携

わった。 


